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　京浜臨海部における産業の活性化と雇用の創出　（企画部）41

＜2004年度の取組みの概要＞
　羽田空港の再拡張・国際化に対応した空港関連施設や臨空産業の
集積を促進するための調査を実施し、立地が期待される機能などに
ついて検討を行いました。
　また、ロボット関連産業の創出・集積をめざして、ＮＰＯ＊など
との共催による「ロボット・中小製造業・起業」フォーラムや、逆
見本市＊（商談会）を開催するとともに、中学生を対象としたロボッ
ト工作教室を開催するなど、次世代の人材の育成を目指した取組み
も進めました。
　このほか、新エネルギーの活用促進に向けて、燃料充填を行うＤ
ＭＥ＊ステーションを川崎市内に設置するなど、新たな産業の創出・
集積に向けた取組みを進めました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】京浜臨海部の従業者数※1（単年度）

　2001年の京浜臨海部地域の従業者数は、381,423人（1996年の423,399人と比べ５年間で9.9％減
少）、また、事業所数は、32,173所（1996年から2001年の５年間で10.4％減少）となっており、産業
構造の転換に伴う企業の再構築や生産機能の県外や海外への移転などにより、産業活力の低下が懸念されていま
す。
　そうした中で、羽田空港の再拡張・国際化の推進、基幹的広域防災拠点＊の整備、都市再生緊急整備地域の整
備促進、ロボット、ゲノム＊・バイオ＊などの新たな産業の創出など、京浜臨海部の再編整備に向けた取組みが進
みつつあります。
　特に、2009年に予定されている羽田空港の再拡張・国際化を契機として、新たに生じる人、モノ、情報の
流れを神奈川側に誘導するため、多摩川を渡る連絡路などを整備するとともに、羽田空港の対岸の地域に空港関
連施設や臨空産業の集積を図ろうとする「神奈川口構想＊」については、国や関係自治体との間で、具体的な検
討を進めています。
　これらの取組みをさらに着実に進め、既存企業の活性化や新たな産業の創出・集積により、京浜臨海部の産業
の活性化を進め、雇用の創出を図っていくことが求められています。

＜今後の対応方向＞　
　羽田空港の再拡張・国際化に対応した臨空産業やロボット関連産業、新エネルギー関連産業、エコ産業、ゲノム・
バイオ関連産業など新たな産業の創出・集積を進めるとともに、規制緩和の促進や企業への助成を通じて、立地
企業の再投資や企業立地の促進を図ります。

◆京浜臨海部活性推進課ホームページ
　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/keihin/ken/keihinHP/index.html
◆ようこそ京浜臨海部へ（京浜臨海部再編整備協議会）　http://www.keihin.ne.jp/

　産業の活性化や新しいまちづくりの取組みによ
り、2001 年の従業者数（「事業所・企業統計調
査」＊381,423人）を2006年の時点で２割程度
（450,000 人）増やすことを目標値として設定し
ました。

（目標） （人）

2004
ー

2005
ー

2006
450,000

（実績）
2001
381,423

※１　京浜臨海部の従業者数… 京浜３区（横浜市鶴見区、神奈川区、川崎市川崎区）の従業者数

公道実験を行うレスキューロボット



153

戦略
プロジェクト

＜事業の取組み状況＞
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※ 1　神奈川県産業集積促進方策～インベスト神奈川～… 詳しい内容については、プロジェクト 22（ベンチャー企業の育成と新たな産業の集
積促進）を参照してください。
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　京浜臨海部における新しいまちづくり　（企画部）42 

＜ 2004年度の取組みの概要＞
　京浜臨海部の産業を支える新しいまちづくりをめざし、羽田空港
の再拡張・国際化の早期実現に向けた国への働きかけを行うととも
に、羽田空港への連絡路のルート・構造などに関する調査や関係機
関との調整を行いました。
　また、横浜市、川崎市と共同で東海道貨物支線貨客併用化の段階
的な事業の進め方の検討を行いました。
　さらに、土地利用転換によるまちづくりの拠点整備としては、都
市再生緊急整備地域に指定されている川崎殿町・大師河原地域を含
む、塩浜周辺地区の整備計画（案）を取りまとめました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】
 　川崎縦貫道路や臨海部幹線道路、羽田空港への連絡路などの道路網の整備、東海道貨物支線の貨客併用化
などの鉄道網の整備、都市再生緊急整備地域などの拠点整備により、産業を支える新しいまちづくりをめざ
します。

　京浜臨海部では、骨格となる道路や域内を連絡する道路が不足していることに加え、鉄道不便地域が多いこと
から、産業道路や国道409号などの混雑度が高くなっており、円滑な経済活動の障害になるとともに、大気汚
染などの沿道環境に影響を及ぼしています。このような道路状況を改善するためには、道路網や鉄道網の整備を
促進することが必要です。
　また、2009年を目標に羽田空港の再拡張・国際化を図ることなどが決定されたことから、今後新たに生じる人、
モノ、情報の流れを神奈川側に誘導するための羽田空港へのアクセス道路などの道路網や鉄道網の整備を進める
とともに、遊休地などの土地利用転換などによる新たなまちづくり拠点の整備をさらに進めることで、京浜臨海
部のみならず本県の経済の活性化に結びつけることが必要です。

＜今後の対応方向＞　
　羽田空港へのアクセスに資する道路をはじめとした道路網や東海道貨物支線貨客併用化などの鉄道網の整備促
進に引き続き取り組みます。
　さらに、京浜臨海部に指定された都市再生緊急整備地域を中心に、整備方策の策定に参画するなど、新たなま
ちづくり拠点の整備に取り組みます。

◆京浜臨海部活性推進課ホームページ
　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/keihin/ken/keihinHP/index.html
◆ようこそ京浜臨海部へ（京浜臨海部再編整備協議会）　http://www.keihin.ne.jp/

京浜臨海部
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＜事業の取組み状況＞
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　人とみどりと歴史・文化が交流し活力ある三浦半島の整備　（企画部）43

＜2004年度の取組みの概要＞
　「三浦半島公園圏構想」の策定に向けた検討を行うとともに、半
島地域の自然と多様な産業基盤、歴史的文化遺産などの連携を図り
ながら一体となって地域を創造するための構想づくりに向けて、地
域資源などの調査を行いました。
　また、国営公園を三浦半島へ誘致するための要望・広報活動や買
入・借入などによる小網代の森の保全などみどりの保全・活用に取
り組むとともに、三浦縦貫道路（Ⅱ期）の整備に向けた調査や三崎
漁港の施設整備などに取り組みました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】
 　「うるおい」「にぎわい」「活力」ある三浦半島の創造をめざした地域づくりを進めるとともに、貴重なみど
りを保全するための取組みなどを進めます。

　三浦半島は、三方を海に囲まれ、変化に富んだ海岸線や、多摩丘陵から続く首都圏でも貴重なまとまったみど
りが残る気候温暖、風光明媚な地域です。また、古都鎌倉をはじめとした歴史的文化遺産を有するとともに、農
林水産業などの多様な産業基盤を有し、首都圏の食の供給地ともなっています。
　一方で、都市化の進展に伴って貴重なみどりは失われてきています。神奈川県国土利用計画土地統計資料によ
ると、三浦半島地域の森林面積は1973年には8,342ha ありましたが、1988年には7,108ha、2003年
には6,758ha と年々減少しています。
　そのため、県では、かながわトラストみどり基金により小網代の森の土地の一部を買い入れるなど、みどりの
保全を進めています。
　また、みどりの減少以外にも、休日の慢性的な道路の渋滞や半島南部から東京、横浜方面への交通アクセスが
悪いこと、高齢化の進展、産業の停滞による地域活力の低下など、三浦半島地域は様々な課題を抱えており、同
地域においては、豊かなみどりや貴重な歴史的文化遺産を守りつつ、交通網など都市基盤の整備や産業基盤など
地域の活性化にも配慮した取組みが求められています。
　そこで、県では、美しい自然に囲まれた三浦半島全体を公園のような資源としてとらえ、みどりの保全と活用
を図りつつ、みどりと歴史的文化遺産、産業基盤など多様な地域資源との連携を図ることによって、一体となっ
て地域を創造するための構想である「三浦半島公園圏構想」を策定・推進することとしています。
　2004年度は、構想策定に当たっての基礎資料とするため、自然、人文、産業の各分野の地域資源などを調査・
分析するとともに、県と関係市町からなる「三浦半島公園圏構想策定検討会」を開催し、構想策定に向けた検討
を行いました。

＜今後の対応方向＞　
　2005年度は、引き続き県と関係市町からなる「三浦半島公園圏構想策定検討会」を開催し、「三浦半島公園
圏構想」の策定に向けた検討を行います。あわせて、有識者や事業者、ＮＰＯ＊などからなる会議を新たに開催し、
同構想に対する専門的な立場からの意見を聴取します。さらにパブリック・コメントなどを通じて県民参加を図
ることにより、2005年度中の構想策定をめざします。
　また、引き続き、小網代の森の買入・借入などのみどりの保全・活用に取り組むとともに、交通利便性の向上
と産業・経済・観光などの分野の交流連携機能の強化に資する三浦縦貫道路（Ⅱ期）の整備などに取り組み、地
域連携の強化を進めます。

三浦半島（三崎・城ヶ島）
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＜事業の取組み状況＞
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　環境共生モデル都市圏の形成　（県土整備部）44 

＜ 2004年度の取組みの概要＞
　県央・湘南都市圏において質の高い生活や新たな産業を創造する
ネットワーク型都市圏の形成を図るため、東海道新幹線新駅の誘致
活動に取り組むとともに、ツインシティ整備について、まちづくり
や新橋などの都市計画決定に向けた検討、調査を実施しました。ま
た、さがみ縦貫道路の整備促進に取り組むとともに、ＪＲ相模線複
線化やリニア中央新幹線の建設促進・駅誘致に向けた要望活動など
を実施しました。
　さらに、都市圏の豊かな自然環境を生かした環境負荷の少ない都
市づくりを進め、環境と共生する都市圏の形成を図るため、「県央・
湘南都市圏環境共生モデル都市づくり推進要綱」に基づく取り組み
を進めました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】
 ○ 骨格となる自動車専用道路の整備促進や公共交通機関の整備、機能強化に向けた検討、調査を行います。
 ○ 都市圏の交流連携の拠点となり、環境共生のモデル都市となるツインシティの整備に向けて、まちづくりや
新橋などの都市計画決定をめざします。 
こうしたツインシティ整備の具体的な進展を示す中で、東海道新幹線新駅の誘致活動を強化し、新駅の実現
をめざします。

　ツインシティの整備は、都市づくりの第２段階の目標である都市計画決定に向けて、まちづくりについての事
業調査などを、平塚市、寒川町と共同で実施するとともに、平塚側と寒川側をつなぐ新橋についての基礎的な設
計検討を行いました。また、県民、企業、行政の参画・協働によるまちづくりを推進するため、都市活動の重要
な担い手である企業や大学から意見や提言をいただく場として、2004年 12月に「ツインシティ整備に係る
企業・大学懇談会」を設立しました。
　東海道新幹線新駅の寒川町倉見地区への誘致に向けて、JＲ東海への要望活動をはじめ、県民フォーラムの開
催や広報誌の発行、各種イベントへの参加など、幅広い広報活動を進めました。
　都市圏の南北方向の交通軸となるさがみ縦貫道路は、国・道路公団により沿線の全ての市町で用地買収が進め
られており、一部区間では、高架橋工事などが行われています。また、ＪＲ相模線の複線化については、段階的
な整備に向けた検討を行いました。
　平成16年度県民ニーズ調査によると、「今後10年くらいの間に神奈川県は、道路や鉄道交通網がさらに整
備され、通勤・通学や買物など日常生活の利便性がよくなっている」と答えた人の割合は、県央、湘南地域で
54.3%となっています。
　今後も、こうした期待に応え、利便性の高い、活力ある都市圏の実現を図るため、さがみ縦貫道路の整備やＪ
Ｒ相模線の複線化、ツインシティのまちづくりなどについて一層の事業推進を図る必要があります。

＜今後の対応方向＞　
　東海道新幹線新駅の誘致活動を進めるとともに、さがみ縦貫道路などの自動車専用道路の整備促進やＪＲ相模
線複線化に向けた取組みなどを進めます。また、ツインシティについて、引き続き、まちづくりや新橋などの都
市計画決定をめざし、必要な調査・検討を進めるとともに、環境共生モデル都市にふさわしい施設などについて
調査検討を行います。

◆環境と共生する都市づくりホームページ
　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/kendosomu/kankyou-kyousei/index.htm

新幹線新駅誘致地区周辺と相模川
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＜事業の取組み状況＞
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　交流・連携による県西地域の活性化　（企画部）45

＜2004年度の取組みの概要＞
　近隣の都県との活発な交流により、地域資源を生かした魅力ある
地域づくりが進むよう、山梨・静岡・神奈川の三県及び圏域市町村
と県域を越えた連携事業を展開しました。また、花と水の名所など
における新たな観光・交流スポット整備への支援やネットワークセ
ンターの設置などを行いました。さらに、交流・回遊性を高めるた
め、小田原環状道路の一部供用開始など道路網の整備や、小田原駅
周辺のまちづくりなど、人々のにぎわいや集いの場となる交流拠点
の整備を進めました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】
 ○ 山梨・静岡両県や圏域市町村との交流・連携を通じて、地域資源を生かした魅力ある地域づくりを進めます。
 ○ 交流・回遊性を高めるため、道路や橋りょうなどの整備を進めるとともに、人々のにぎわいや集いの場とな
る交流拠点の整備を進めます。

　県西地域は、富士・箱根・伊豆に連なる豊かな自然環境や歴史・文化などの地域資源に恵まれ、国内はもとより、
国際的な観光地として発展してきました。特に、箱根・湯河原地域は、全国有数の温泉地を有し、県内の宿泊観
光客数の約半数を占める地域ですが、「神奈川県入込観光客調査報告書」（神奈川県観光振興対策協議会）によると、
2003年の延べ観光客数は32,059千人であり、1990年の39,026千人をピークに減少傾向にあります。
　その理由としては、地域づくりにおいて県西地域ならではの豊かな自然環境や歴史・文化などの地域資源が十
分に生かされていないことや、交流・連携を支える交通ネットワークや交流拠点などの都市基盤整備が十分でな
いことのほか、経済状況の変化や余暇の過ごし方の多様化の影響などが考えられます。
　そこで、県西地域が地域の活力や魅力を高めるとともに、近隣の県、市町村と人や物や情報の活発な交流を図
り、国際的な観光地として一層発展するよう、自然環境や歴史・文化などの地域資源を共有する山梨、静岡両県
や圏域市町村と広域的な交流・連携の取組みを強化することが有効と考えられます。また、地元市町や「西さが
み連邦共和国」などの地域づくりの取組みと連携して、魅力ある交流地域づくりを進めることも重要です。さら
に、観光のための回遊ルートともなる道路網の整備や交流拠点の整備を進めることで、交流・回遊性を向上させ
る必要があります。

＜今後の対応方向＞　
　そこで、神奈川県では、山梨、静岡両県や圏域市町村とともに、広域的な推進体制づくりを一層進めながら、
連携事業として観光客誘致のための海外プロモーション活動などに取り組みます。
　また、県西地域の地域資源を生かした魅力ある地域づくりに引き続き取り組むほか、交流・回遊性の向上を図
るため、道路網や交流拠点の整備により快適で利便性の高い交流基盤づくりを進めます。

◆かながわＷＥＳＴ　花と水の交流圏　http://www.kanagawa-kankou.or.jp/hanamizu/
◆西さがみ連邦共和国総合ポータルサイト　http://www2.city.odawara.kanagawa.jp/saiyuki/

富士箱根伊豆交流圏（富士山と箱根）
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＜事業の取組み状況＞
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　水環境保全対策の推進　（環境農政部）46 

＜ 2004年度の取組みの概要＞
　水源から良質な水の安定的供給が受けられるよう、公共下水道、
合併処理浄化槽及び農業集落排水施設の生活排水処理施設整備を進
めるとともに、ダム貯水池の水質浄化対策として、エアレーション
装置の稼動などによるアオコの大量発生の抑制に努めました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】 生活排水処理施設整備率 

※2005年 7月把握予定

　河川などの水質に大きな影響を与える生活排水の処理は、下水道、合併処理浄化槽などの施設整備が進み、
2003年度には、95.3％の整備率となっています。これは全国的に見ると、東京都に次いで全国第２位の整備率
となっています。
　しかし、市町村別に見ると、整備率100％の市がある一方で、50％を下回っている市町村もあるなどのばらつ
きが見られます。
　特にダム湖周辺の津久井地域などの整備率が低く、今後はこのような整備の遅れた地域をどのように進めていく
かが課題となっています。
　河川などの公共用水域の水質を見ると、環境基本法に基づく水質環境基準の達成状況は84％（2003年度）と
なっており、徐々に改善に向かっています。
　相模湖・津久井湖などのダム湖の水質についても、人の健康の保護に関する項目（健康項目＊）である有害物質
や生活環境の保全に関する項目（生活環境項目＊）の代表的指標であるＢＯＤのいずれも環境基準を達成しています。
　一方、水道の水質に影響のあるダム湖のアオコは、エアレーション装置の稼動などにより、発生が抑えられてい
ますが、その原因となる富栄養化（窒素・リン濃度）については、改善が進んでおらず、ダム湖へ流入する生活排
水の処理施設の整備が課題となっています。
　また、相模川や酒匂川の流域は、県外にも及ぶため、流域全体にわたって環境保全活動を推進する必要があります。

＜今後の対応方向＞
　今後とも、環境基準を維持達成していくとともに、さらによりよい水質をめざす必要があります。このため、
引き続き、神奈川県生活排水処理施設整備構想に基づき、国と連携し市町村が進める生活排水処理施設の整備を
促進するとともに、ダム貯水池の水質浄化対策の推進に取り組みます。また、相模川及び酒匂川の上流の山梨県・
静岡県と連携し、流域環境保全行動を着実に推進します。

◆桂川・相模川流域協議会　http://www.katura-sagami.gr.jp/
◆酒匂川水系保全協議会　http://www.city.odawara.kanagawa.jp/hozen/sakawa/

　神奈川県生活排水処理施設整備構想の2010年
度目標値98.26％を踏まえ、2006年度までの目
標値を設定しました。

％

95.4
95.3
95.2
95.1
95.0
94.9
94.8
94.7
94.6
94.5
94.4

2002 2003 2004 2005 2006

（目標） （単位：％）

2004
95.8

2005
96.3

2006
96.8

94.7

95.3

実績値

桂川・相模川流域協議会の上下流交流事業
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＜事業の取組み状況＞
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　県民との協働による水源の森林づくり　（環境農政部）47 

＜ 2004年度の取組みの概要＞
　水源地域の森林が、水源かん養などの公益的機能の高い豊かで活
力ある森林となるように、荒廃の進む私有林の公的管理・支援＊を
推進し、適切に管理されている森林を拡大するとともに、県民と協
働・連携して水源の森林づくりを進めるために、水源林の集いなど
の普及啓発活動を行ったほか、森林ボランタリー活動の支援を行い
ました。

＜目標達成の状況と課題＞

　2004年度の水源の森林づくりで適切に管理されている森林面積は6,224haとなっており、目標に対して、100.3％
の達成状況であり、計画通りに順調に進んでいます。
　しかし、水源地域の森林のこれ以上の荒廃を防ぎ、水源かん養などの公益的機能の高い豊かで活力ある森林とするために、
2005年度は水源林として確保する森林をより一層増大させていく計画であるため、事業の着実な推進を図るうえで、こ
れまで以上に効率的・効果的な森林所有者への働きかけ、市町村、森林組合等との連携強化などが必要となっています。
　一方、2004年度の森林づくりボランティア参加者数は6,820人となっており、目標に対して、101.7％の達成状況
となっています。
　森林づくりボランティア参加者数の実績については、水源の森林づくり事業がスタートした1997年度は約3,000人
でしたが、その後徐々に増加し、2001年度は6,000人を超え、概ね右肩上がりで推移し、2004年度には小中学校の
森林学習の一助として森林活動プログラム「森へ行こう」を小中学校に配布したほか、森林づくり活動を自主的に行うグルー
プへの支援を強化した結果、過去最高の実績となりました。
　適切に管理された森林を維持していくためには、ボランティアなどの活動も重要であることから、引き続き積極的な連
携を図っていくことが必要です。

＜今後の対応方向＞　
　そこで、2005年度は、森林所有者へ改めて制度の周知を図るとともに、森林や所有者の情報に明るい森林組合の協
力を得ながら、効率的・効果的に森林所有者の意向を確認していきます。また、自らが森林整備を行う森林所有者を支
援する協力協約の推進について、市町村との連携を強化していきます。
　また、水源の森林づくりへの県民の理解と協力を得るため、引き続き、水源林の集いや街頭キャンペーンなどの普及
啓発活動を行うとともに、県民と協働して水源の森林づくりを進めるため、森林ボランタリー活動を支援していきます。

◆かながわ水源の森林づくり　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/sinrin/suigen/index.htm

【目標】 水源の森林づくりで適切に管理されている森
林面積（累計）（達成状況：Ａ）

【目標】 森林づくりボランティア参加者数（単年度） 
（達成状況：Ａ）

　2006年度までに8,700haを確保する現行計画
を少しでも先に進めるよう、9,000ha とすること
を目標値として設定しました。

　水源の森林づくりへの県民の理解と参加を促進
するため、2002 年度のボランティア活動実績
（6,400 人）を踏まえ、2006年度までに7,000
人とすることを目標値として設定しました。
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5,000

4,000

3,000

ha

20032002 2004 2005 2006

（目標） （単位：ha）

2004
6,200

2005
7,285

2006
9,000

実績

4,916

5,564

6,224

7,000

6,000

5,000

人

20032002 2004 2005 2006

（目標） （単位 : 人）

2004
6,700

2005
6,850

2006
7,000

実績
6,400

6,250

6,820

森林整備の状況
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　丹沢大山などの自然環境の保全としくみづくり　（環境農政部）48 

＜ 2004年度の取組みの概要＞
　ニホンジカの採食などにより劣化した林床植生＊を回復するた
め、植生保護柵の設置や神奈川県ニホンジカ保護管理計画に基づく
個体数管理を実施しました。
　また、オーバーユース＊によるし尿処理対策として、環境配慮型
トイレ＊を設置しました。
　さらに、新たな自然環境管理システム＊を整備するため、2004
年度から丹沢大山総合調査を実施しています。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】植生劣化レベルⅤ＊の管理ユニット＊数（単年度） 

　2002年度に植生劣化レベル＊Ⅴであった２箇所の管理ユニットについては、2004年度現在劣化レベルの変
化はありませんでした。
　植生保護柵については、2003年度に3ヘクタール、2004年度に2.5 ヘクタールを対象に設置し、それ以
前から設置したものと合わせて、合計21.3 ヘクタールに植生保護柵が設置されている状況にあります。
　また、ニホンジカの個体数管理についても、丹沢大山の高標高地域で植生回復のため、2003年度は45頭を、
2004年度には77頭を捕獲しました。
　２か所の管理ユニットについて、劣化レベルに変化が無い理由としては、まだ十分な範囲まで植生保護柵が設
置されていないこと、また、植生保護柵やニホンジカの個体数管理の効果を短期間のうちには確認できないこと
などが挙げられます。
　したがって、今後も植生保護柵の設置や神奈川県ニホンジカ保護管理計画に基づく個体数管理を、継続して実
施していく必要があります。

植生劣化レベル（2002）　　　　　　　　   
（単位：ユニット）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
27 19 5 3 2

神奈川県ニホンジカ保護管理計画より

＜今後の対応方向＞　
　今後も神奈川県ニホンジカ保護管理計画に基づき、捕獲による個体数管理に取り組むとともに、稀少植物のあ
る場所については、植生保護柵を設置し、植物の保護を推進するほか、2005年度は土砂流出の著しい急傾斜
地において、植生回復のための保護柵と複数の工法を組み合わせた多様な土砂流出防止工法について、パイロッ
ト事業として取り組みます。
　さらに、丹沢大山総合調査の実施により、県民と連携した新たな自然環境管理システムの構築に向けて取組み
を進めていきます。

◆丹沢大山保全活動ホームページ　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/1644/tanzawa.html
◆神奈川県自然環境保全センター　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/05/1644/main.html

　丹沢大山総合調査及び神奈川県ニホンジカ保護管理計画策
定のために実施した基礎調査の結果から、丹沢大山地域を尾
根や沢などの地形に考慮して、56の管理ユニットに細分化
し、植生の劣化の度合いによりⅠ～Ⅴに分類しております。
このうち、植生劣化レベルがⅤとなっている２ユニットを
2006年度までにレベルⅣに引き上げることを目標値として
設定しました。

（目標）（実績） （単位：ユニット）

2004
ー

2005
ー

2006
0

2002
2

植生保護柵の設置状況
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　上流と下流の住民で支える水源地域づくり　（企画部）49

＜2004年度の取組みの概要＞
　水源地域住民が生き生きと豊かにくらせるようになるため、水の
恵みや自然、伝統・文化などの地域資源を生かしながら、都市地域
住民と交流する機会づくりとして、水源地域交流の里で行われるイ
ベントへの支援を行うとともに、水源地域の誘客素材の調査、発掘、
評価や体験事業、自然観察会などの交流事業を行いました。さらに、
水源地域の住民と都市地域の住民が交流し、相互理解を深めるため
の拠点となる施設として、藤野町篠原の里センターなど水源地域７
町村＊が実施する交流促進施設、情報提供施設の整備を支援しまし
た。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】水源地域交流イベントなどへの参加者数（累計）　（達成状況：Ａ）

　2001年度から2004年度までの水源地域交流イベントなどへの参加者数は、511,175人となっており、
年度の目標に対して109.0%の達成状況となっています。
　平成16年度県民ニーズ調査において、「森林などの水源環境は、県民の負担が増えても積極的に守ってい
くべきだ」と思う人の割合が75.7%となっており、その内訳を地域別に見ると、高い順に三浦半島地域が
79.8%、川崎地域が78.5%と、いわゆる下流地域が上位に位置しており、下流地域の住民も水源環境保全の
必要性の認識が高いことがうかがえます。
　神奈川の水源地域は、多様で豊かな自然環境に恵まれ、清浄な水や空気を生む母体として、県民生活に欠かせ
ない重要な役割を担ってきました。しかし、近年、都市化の進展に伴う自然への過度の負荷や大気汚染の増大に
加え、林業従事者の高齢化や後継者不足など、さまざまな要因によって荒廃森林が増大するなど、水源環境の直
接の担い手である水源地域の活力が低下してきており、もはや地域の中だけでは水源環境の保全を担いきれない
状況にあります。
　水源環境は、県民共有の財産であり、水源地域住民と都市地域住民が連携して将来の県民に引き継いでいかな
ければならないものです。このため、水の恵みや自然、伝統・文化など地域資源を生かした水源地域の活性化を
図るため、引き続き都市地域住民の水源環境に対する理解を促し、水源地域の総合的な保全の取組みにつなげて
いく必要があります。

＜今後の対応方向＞　
　そこで、都市地域住民の水源地域に対する理解促進のため、鮎釣りや竹細工などの地域資源を活用した交流の
里でのイベント開催や、上下流自治体の協力による交流事業の開催、水源地域特産品<やまなみグッズ>の販
売促進などに取り組み、交流人口の拡大を図ります。また、こうした交流の機会を提供するために必要な拠点と
して、水源地域７町村が実施する交流促進施設などの整備への支援を行います。

◆自遊自感　やまなみ五湖交流の里づくり　http://www.suigen.jp/

　水源地域で開催される交流イベントの参加者数や
交流促進施設、情報提供施設の整備計画を踏まえた
これらの施設の利用者数の2001年度から2006
年度までの累計を100万人とすることを目標値と
して設定しました。
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実績値

244,507

372,543

511,175

（目標） （単位：人）
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上下流間交流事業（鮎つり体験）
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＜事業の取組み状況＞
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　都市と里山のみどりの保全と活用　（環境農政部）50

＜2004年度の取組みの概要＞
　都市にうるおいを与えるとともに人々のいこいの場となるみどり
のオープンスペースを確保するため、県立都市公園を整備するとと
もに、市町村の都市公園整備を支援しました。また、身近な緑地を
保全するために、法令に基づいた緑地の指定や買入を行うとともに、
かながわトラストみどり基金＊や緑化協力金＊を活用した買入・借
入を行い、緑地の保全を推進しました。
　さらに、農家、都市住民、市町村などとの協働・連携により、里
山の保全にも取り組みました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】市街地におけるみどりのスペース（累計） 
　　　　　　　　　　※2005年 8月把握予定　　　　　　　　　　　　　　※2005年 8月把握予定

　2003年度の市街地におけるみどりのスペースは、50,379ha となっており、前年度比227ha 増加してい
ます。このうち都市公園面積の増加分は99ha（約44％）となっています。
　本県の緑地率は、1972年の57.8％から2002年には48.3％と 9.5 ポイントも減少しています。特に県
東部地域では、宅地や工業用地などの開発により、里山などの雑木林が減少しています。また、後継者難などか
ら荒廃化が著しいものもあります。同様の傾向は、中部地域でも見られます。
　そこで、農家やＮＰＯ＊など県民との協働によるみどりの質的・量的な創造と保全が急務となっています。
　また、平成 16年度県民ニーズ調査において、身近に親しめる緑や水辺は重要であると答えた人の割合
は81.3％であるのに対し、現実に身近に親しめる緑や水辺があると答えた人の割合は44.9％となっていま
す。さらに、今後10年くらいの間に神奈川県は、自然が大切にされ、緑が守られていると答えた人の割合は
43.6％にとどまっており、みどりの保全に対する県民の意識は、厳しい状況となっています。
　このため、今後とも、みどりの保全と創造に対する一層の推進が求められております。
　また、自然とのふれあいや多様な生態系が存在する良好な里山の環境保全の推進を図る必要があります。

＜今後の対応方向＞　
　そこで、地域制緑地との一体運用による新たな整備手法を導入するなど、引き続き、県立都市公園の整備を推
進するとともに、市町村の都市公園整備を支援します。また、特に保全が必要な緑地について、法令に基づく土
地の買入やかながわトラストみどり基金、緑化協力金の活用を図りながら、地元市町とともに保全に取り組みます。
　さらに、農家、地域住民及び都市住民（ボランティア、ＮＰＯ、企業）などと市町村との協働により、里山の
保全に取り組みます。

◆神奈川県公園協会　http://www.kanagawa-park.or.jp/
◆（財）かながわトラストみどり財団　http://park2.wakwak.com/̃k-trust/html/news/waku.html

　みどりのスペースとは、都市公園（県、市町村整備面積）、トラスト緑地＊、地域制緑地＊（自然公園と保安
林を除く）などの面積で構成されるものです。
　2002 年度のみどりのスペース（50,152ha）を各構成要素ごとに分析・検討し、2006 年度までに
51,727ha にすることを目標としました。
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＜事業の取組み状況＞
�������

� �������������

� � �� �� � � � � � �������������������

������ ���� ���� ����

�� �� �� � �� ��� �����������������������
����� ����� ����� ����� �������������������������

��� ��������
�� �� �� �� �����������������

����� ����� ����� ��������
�����
��� ����������������

��������������������
���������������������
���������������������� ��� ����� ����
���������������������
��������

�� �� �� �� �� �����������������������
�������������������

�� �� �� �� �������������������
��� ���������

�����
��� ����������������

��������������������
���������������������
�������������

� ���������

� � �� �� � � � � � �������������������

������ ���� ���� ����

������������� �������������� �� �� ��� ��� ��� ��� �

��������� ��������������������� �������� �������� �������� �������� �

��������������������
� � ��� ��� � ��� �������� ��� ��������

����������������������������� �������� ��������
����������

���
����������������

����������������� ��� ���� ����
�����������������
��������

� ��������

� � �� �� � � � � � �������������������

������ ���� ���� ����

�������������������������� �� �� �� � � �
������������������������� �� ��� ��� ����
����������������������� �� ��� ��� ���

������������������������������ ����� ����� �����
�������������

�� �� � �
��� ��� ����������������

�������������������������� ��� ���
������������������������� ����� �����
�������������������
���������������������� ��� ����� ����
������������ �����

����������������������������� �� �� �� �� ��
�����������������������������

�������������������������� �� �� �� ��
������

�����
��� ����������������

�������������������
�������������������
�������������������
��������������������
�����������������

戦略プロジェクト50



184

　相模湾沿岸の地域資源の保全、活用と発信　（企画部）51

＜2004年度の取組みの概要＞
　相模湾沿岸地域の自然環境、歴史・文化を保全し、地域資源を生
かした魅力あるまちづくりを進めるため、相模湾沿岸地域保全等構
想の策定に向けた地域資源調査などを行いました。また、歴史・文
化、景観の保全と再生を図るため、検討を進めるとともに、自然環
境の保全と再生を図りました。さらに地域資源を生かした観光や産
業の展開を図るとともに、海辺の魅力を高めるためのまちづくりを
推進しました。

＜目標達成の状況と課題＞
【目標】
相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するために、市町や県民、ＮＰＯ＊などとの協働・連携により、

地域の魅力を高めるための検討、調査を行います。また、自然環境、歴史・文化の保全などを進めて、地域資
源を生かした魅力ある地域づくりをめざします。

　相模湾沿岸の地域資源を守り、生かし、発信するため、地域資源の特性を把握し、その保全活動などを行って
いる団体の活動や行政、他団体との協働・連携の実態について、調査を行いました。
　その結果、沿岸地域では、様々な市民活動団体が歴史的遺産や近代建造物などを活用したイベントの開催、海
岸・道路・河川などの美化活動、景観やまちづくりに関するフォーラムや学習会の開催など様々な活動を活発に
行い、地域資源を保全・活用した取組みを進めていることがわかりました。
　また、相模湾のなぎさ、みどりなどの環境を保全するため、砂防林の保護・育成や海岸美化・キャンペーンな
どを実施するとともに、三浦半島地域の特色を生かした観光魅力づくりのための計画策定や真鶴町漁協の都市漁
村交流活動への取組みの支援など地域資源を生かした観光や産業の展開を図りました。さらに、真鶴港において
みなとまちづくり協議会の設立を図りました。
　沿岸地域は、豊かな自然、温暖な気候、都心への利便性などから、近代に入り、別荘地、保養地として脚光を
浴びるなど豊かな地域資源に恵まれている地域です。また、近代に建てられた別荘は、現在では、歴史的建造物
として、良好な景観を形成するなど地域の魅力の一つとなっています。しかし、こうした地域の魅力が都市化の
進展などにより失われつつあります。
　沿岸地域の豊かな自然環境、貴重な歴史・文化、特筆すべき景観を守るためには、県民共有の財産として生かし、
神奈川の持つ魅力、地域の持つ魅力として相模湾沿岸で育まれた文化を内外に発信していく必要があります。
　このため、地域資源を守り、生かし、発信する三つの調和ある取組みを進めていくことが求められています。

＜今後の対応方向＞　
　そこで、県民やＮＰＯなどとの協働・連携により、地域の魅力を高めるための構想・計画を策定するとともに、
新しい手法による魅力ある地域づくりをめざして近代建造物や邸園を保全・活用した地域づくりや景観形成に向
けた取組みを進めます。
　また、相模湾のなぎさ、みどりなどの環境を保全するため、浜辺のみどりの整備や海岸美化の推進などに取り
組みます。
　さらに、地域資源を生かした観光や産業の展開を図るとともに、みなとを拠点として、地域のＮＰＯ、市町な
どと協働・連携した海辺の魅力を高めるまちづくりを推進します。

湘南海岸（江の島）
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